
こどもの人権
すべてのこどもは未来と世界へ

羽ばたく可能性に満ちたかけがえのない存在です

そんなこどもたち一人ひとりが自分らしく豊かに

成長していくためになくてはならない大切なもの
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現在、こどもたちには、いじめや不
登校・ヤングケアラー問題など、様々
なことが起こっています。また、児童
虐待、こどもの誘拐や暴力事件など、
「こどもが危ない！」と感じるような
出来事も発生しています。
このような状況の中で、こどもとど

う接していけばいいのだろうと悩んで
いる方も多いのではないでしょうか。
こどもは、可能性に満ちたかけがえ

のない存在であるとともに、おとなへ
と成長していく中で、適切な配慮や支
援を必要としています。
こどもの持つさまざまな権利を知り、

今一度、私たちが、日頃どのようにこ
どもに接しているかを振り返りながら、
「こども」と「人権」について考えて
みませんか。

※ここでは、18歳未満を「こども」としています。

● お互いの権利を尊重することが大切です
こどもの権利は、こどもが思うままになにをしてもよいと認めるものではありま
せん。一人ひとりがお互いの権利を大切にする、権利がぶつかり合ったときは、
お互いの気持ちや考えを尊重しながら「調整」する、そうした経験を通じたこど
もの成長が大切です。

● おとなの役割は…こどもの視点に立って考え、必要な支援をすること
こどもの思いを受け止め、こどもにとって何が最も良いことか考え、成長に応じ
た支援をすること。チャレンジを応援し、虐待や体罰をなくすこと。

もしも、困ったことがあったら・・・
みなさんの身の回りで、こどもの権利のことで困ったことがあったら、一人で悩まずに必ず相談しましょう。身近な相談員の「人権擁護委員」は、

みなさんの権利を守るため、相談にのってくれます。どんな小さなことでも、気軽に相談してください。

生きる権利

・住む場所や食べ物がある
・医療を受けられる
・命が守られる

育つ権利

・教育を受けられる
・持っている能力を伸ばす

守られる権利

・虐待を受けない
・労働を強要されない
・幸せを奪われない

参加する権利

・自分の意見を自由に言える
・団体活動や集会を開ける

「子どもの権利条約」
大きくわけて4つの権利をまもるように定められました

おとながどのようにこどもを支援すべきか？こどもの成長に何が大切なのか？
などが書かれており、こどもとのかかわり方のヒントを見つけることができます


